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１．概要（Summary ） 

 MEMS 微細加工技術を用いて数十 nm から数百 nm の

間隙を持つ構造体を規則的に配列・作製し、表面との相

互作用に加えてエントロピー障壁を利用することで DNA

やタンパク質を高速分離・検出する。 

 

２．実験（Experimental） 

LED 描画装置を用いて１〜５µｍ程度のドットアレイを持

つマスクの作製を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

2µm までのドットは形成できたものの、1µm や 0.5 

µm の大きさを持つドットはパターン不良となった。

一部では形成できるが、DMD 面内の露光量が不均一

であること、パターンによって最適走査速度が変わる

ことなどから、これ以上の細かいパターンの形成では

EB 描画装置やインプリント装置を使用してパターン

形成を行ないたい。 
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